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１．はじめに 

水田稲作での農地集積が進んで 1 人当たりの水管理労力が増大しており，持続的な経営

のために水田水管理省力化が急務となっている．遠隔監視や遠隔操作が可能な様々なスマ

ート水管理機器が市販されて長いが，B/C の不透明性等により公費投入の有る地区以外で

はほとんど普及していない．このような状況で，安価で簡易な水田水管理省力化の方策と

して，隣接する複数区画での同一品種，同一営農暦を前提としたブロック一括水管理が見

直されている（図１）1)． 

ブロック一括水管理では田越

灌漑が用いられるが，平坦部で

も通常，隣接区画間で数 cm 以上

の田面標高差が有り，畔の一部

を切る従来の田越灌漑では無駄

水が多くなる．各区画間に堰板

を入れる方法では，上流側区画

が満水になって堰板から越流す

るまで下流側区画へは給水され

ず，多区画からなるブロックで

は最下流区画への給水が遅れる．区画が大きくな

るほどこの遅れ時間は大きくなり，多区画でのブ

ロック一括水管理が困難となる． 

そこで，浮き弁付きサイホンを用いた田越灌漑

が提案されている 2)．浮き弁付きサイホンでは，

上下流水位差がある値以下だと浮き弁が閉じて

通水せず，ある水位差以上になると通水する． 

本研究では，営農中の圃場で浮き弁付きサイホ

ンの現地試験を行い，夏季の高温期の現地圃場で

もその機能が維持されるのかどうかを検討した． 

２．方法 

2.1 実験圃場  岩手大学農学部附属寒冷フィ

ールドサイエンス教育研究センター滝沢農場内
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図 1 ブロック一括水管理の概念図 
Fig.1 Schematic diagram of the block water management 
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図 2 実験圃場平面図 
Fig.2 The experimental plots 
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の隣接する 3 区画（39°46′48″N，

141°7′42″E）を実験圃場とし，西

側より順に区画①，②，③とした（図

2）．区画①が最も田面標高が高く，区

画③が最も低かった．田面標高差は

区画①②間で約 4.8cm，区画②③間で

約 3.6cm だった．各区画の湛水の水

位を，図 2 に示した 4 点で，圧力式水

位計（Onset 社製 HOBO U20）を用いて

10 分間隔で測定した． 

2.2 使用した浮き弁付きサイホン 

区画①②間に設置した浮き弁付き

サイホンの概要を図 3に示す．2024年

8 月 9 日に，実験圃場へ浮き弁付きサ

イホンを設置した（図 4）．区画①②間

では，静水圧のつり合い式から求めた

予定開閉水位差が 4.8cm となるよう

浮き弁の質量を調整した．区画②③間

へも同様に作成，設置し，予定開閉水

位差が 3.6cm となるようにした．  

３．結果および考察 

図 5 に一例として，給水の有った

8 月 16 日の水位変化を示す．17：00

以前には各区画間の水位差はほぼ予

定開閉水位差で維持されており，浮

き弁付きサイホンが機能して各区画

の水深が等しく保たれていたことが

分かる．給水栓から区画①へ 17：00

～17：50 に給水が行われ，区画①の

水位が約 3cm 上昇したが，これに呼

応して区画②と③の水位も直ちに上

昇し，浮き弁が開いて隣接区画へ迅

速に給水が行われたことが分かる． 

本現地試験は 8 月 9 日から 9 月 4

日の落水まで 26 日間行われたが，その間浮き弁付きサイホンは継続して機能していたこ

とが確認された．灌漑期間中の最も暑い時期でもサイホン管内での気泡の発生は無く，現

地圃場での本浮き弁付きサイホンの耐久性が示された． 
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図 4 サイホン設置状況（区画①②間） 
Fig.4 Settings of the siphon (Between plots①and②) 
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図 3 浮き弁付きサイホン（区画①②間） 
Fig.3 The siphon with a float valve (Between plots①and②) 

図 5 実験圃場の各区画での湛水の水位変化 
Fig.5 Changes in the flood water level in the 
 experimental plots 
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